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中小機構のＭＯＵ締結先
年 韓国中小企業振興公団

年 タイ中小企業振興庁

年 インド産業連盟

年 マレーシア中小企業公社

年 ベトナム計画投資省企業開
発庁

年 ハリーファ企業開発基金
アブダビ

年 香港貿易発展局

年 ミャンマー商工会議所連盟

年
ナショナル アントレプレ
ナーシップ インスティテ
ュート サウジアラビア

ＴＪＰＯを訪問した三重県メンバー

　次回は－
　 中国・アジア　ダイジェスト」面
の次回は８月 日（月）に掲載の予
定です。

ＫＤＤＩと住友商事は、ミャンマーで通信事業に参入する。携帯電話が急速に
拡大することが見込まれている（左から、石川雄三ＫＤＤＩ専務 キン・マウ
ン・ティン駐日ミャンマー大使、佐々木新一住友商事副社長 日付）

上海国際工作機械見本市
上海の展示会に登
場したＳＮＨ

ドライビングシミュレーター
（メルセデス・ベンツ日本）

インドネシアに進出した
主な日系外食チェーン　

企　　業 店　　舗
年 モスフードサービス モスバーガー
〃 大戸屋 大戸屋ごはん処

年 吉野家 年にい
ったん撤退 吉野家

年 サトレストランシ
ステムズ 和食さと

〃 トリドール 丸亀製麺

〃 壱番屋 カレーハウスＣｏＣｏ壱番屋

年 ロイヤルホールデ
ィングス 天丼てんや

インドネシア協同組合・中小企
業省シャリフ・ハサン大臣 と
中小機構の高田坦史理事長

ＴＥＬＯＰ

ＣＨＩＮＡ
　

□７月 日（月）　□
　

■６月の新車販売 ％増
上期 ％増

　

　中国の６月の新車販売台数は前年同月
比 ％増の 万 台だった。１―６
月累計では前年同期比 ％増と、協会
の年間予想（８― ％増）に沿った順調
な伸びとなった。 （時事 ６面）
　

■アウディ、中国販売が最多記録
上期 ％増 万 台

　

　独アウディは、上期（１―６月）の中
国販売台数が前年同期比 ％増の 万

台となり、上期の最多を記録した。
６月が単月で初めて５万台を突破。
％増の５万 台。 （時事 ６面）
　

■中国で物流施設の開発
三井物産と三菱地所

　

　三井物産と三菱地所は、中国で物流施
設の開発事業に出資参画する。現地の電
子商取引拡大を受け、高品質の物流施設
の開発・取得を進める。現地大手建設会
社の開発事業会社株を取得。 （ 面）
　

□７月 日（火）　□
　

■ガスメーターで中国参入
アズビル／天然ガス転換で需要

　

　アズビルは、ガスメーター販売で中国
に参入する。中国専用品を製品化、各地
のガス会社に導入を提案。「ＰＭ 」
対策で天然ガスへの転換を目指しており
需要があると判断。 （１面）
　

■ブリヂストン、瀋陽工場を移転
ゴムクローラ／化学工業団地

　

　ブリヂストンは、遼寧省瀋陽市のゴム
クローラ工場を移転する。市街地開発に
伴う措置で、市内の化学工業団地に移転
する。総投資額約 億円。農機・建機向
けや船舶の接岸衝撃緩和材。 （２面）
　

■ホンダ、中国で船外機生産
２馬力・５馬力／１万 台

　

　ホンダは、中国で船外機の生産を始め
る。ホンダが船外機の生産で海外進出す
るのは初めて。２馬力と５馬力の船外機
を生産する。 年４月稼働、当初の生
産規模は１万 台。 （６面）

　

■日本精密、中国４社誘致
カンボジア工場内／腕時計部品

　

　日本精密は、カンボジア工場敷地内に
腕時計部品製造で協業する中国４社を誘
致する。手がける部品の供給量や種類を
拡大、ＡＳＥＡＮ圏内に立地する完成品
工場からの受注増につなげる。（７面）
　

■東振精機、中国進出
ベアリング用ローラー／日本精工向け

　

　東振精機は、江蘇省蘇州市でベアリン
グ用ローラーの生産を始めた。同社初の
海外生産で、自動車向けに需要増が見込
める中国に進出した。生産する全量を日
本精工に供給する。 （７面）
　

■欧州工作機械、存在感増す
上海国際工作機械見本市

　

　上海国際工作機械見本市「ＥＭＡＴＥ
―ＥＡＳＴＰＯ」が開幕。好調な欧州車

販売を背景に、中国事業の一段の拡大に
アクセルを踏み込みたい欧州工作機械メ
ーカー。日本勢と激戦に。 （６面）
　

□７月 日（水）　□
　

■フォード、変速機工場が稼働
重慶／年産 万基

　

　米フォードは、中国合弁・長安フォー
ドが重慶の乗用車用変速機工場の操業を
始めた。年産 万基。アジア太平洋地域
で初めての変速機生産拠点。小型車「フ
ォーカス」など販売が好調。 （５面）
　

■鉄道車両の放熱性プレート生産
電気化学／大連で量産

　

　電気化学工業は、大連市に高速鉄道用
パワーモジュールに使う放熱性プレート
の製造販売会社を新設、 年量産。投
資額は約 億円。中国の大手鉄道車両メ
ーカー向けに供給体制。 （ 面）
　

■カサタニ、マグネ合金部品生産
年 万枚／現地パソコン向け

　

　カサタニは、中国でマグネシウム・リ
チウム合金プレス成形品を量産する。年
産約 万枚を見込む。現地のパソコン
メーカーの製造拠点向け。台湾タイソル
電子、神鋼商事と合弁会社。 （ 面）
　

□７月 日（木）　□
　

■上海市、新エネ車１万 台
乗用車 台・バス 台など

　

　上海市政府は、 年までに、電気自

動車とＰＨＶ、燃料電池車で構成される
「新エネルギー車」を１万 台購入す
る。車種別では乗用車 台、バス
台、専用車 台。 （時事 ５面）
　

■現代自、中国上期 ％増
万 台

　

　韓国・現代自動車グループは、同社と
傘下の起亜自動車が 年上期（１―６
月）に中国で販売した新車が前年同期比
％増の 万 台だった。中国のポ

ータルサイト捜狐網が伝えた。（５面）
　

■工作機械、現地化で中国を開拓
欧州メーカーの対抗軸に

　

　工作機械メーカー各社は、中国資本の
現地企業を開拓するため現地化を加速。
三菱重工業が中国生産機種を増やし、エ
ンシュウが汎用機の販売強化。現地化で
欧州メーカーの対抗軸に。 （７面）
　

□７月 日（金）　□
　

■新菱冷熱、香港鉄路から受注
新路線駅舎／停車場改修・新設

　

　新菱冷熱工業は、香港の鉄道事業者で
ある香港鉄路から、新路線「シャティン
・セントラル線」の主要乗換駅ホンハム
駅舎と車両停車場建築設備の大規模改修
と新設を 億円で受注した。 （６面）
　

□７月 日（月）　□
　

■ＢＭＷ、中国生産能力 万台に
家族向け・オフロード車系投入

　

　独ＢＭＷは、中国の２工場の生産能力
を向こう２年で ％拡大し、 万台にす
る。先月、華晨中国汽車との合弁契約を

年まで延長したばかり。家族向けと
オフロード車系を投入。（時事 ６面）
　

■「ＳＮＨ 」で受注３倍
菱商／立型ＭＣ

　

　三菱商事系列の機械商社、菱商は、キ
タムラ機械のイメージキャラクターにア

イドルグループ「ＳＮＨ 」を使い、立
型ＭＣの受注を３倍に。プロモーション
・ビデオに製品を露出など。 （７面）
　

□７月 日（火）　□
　

■中国語で電子ブック作成
スターティアラボがソフト

　

　スターティアラボは、電子ブック作成
ソフト「アクティブック」のクラウドコ
ンピューティング型サービスで、多言語
ライセンスの提供を始めた。英語と中国
語（簡体字・繁体字）に対応。（ 面）
　

□７月 日（水）　□
　

■ジェイテクト、中国でパワステ
日系・欧米向け

　

　ジェイテクトは、中国でピニオン式の
電動パワーステアリングの生産を始め
た。現地に進出している日本や欧米の自
動車メーカーからの需要を取り込む。日
本、フランスに次ぎ３カ国目。（５面）
　

■上海ＧＭ、武漢工場を増強
ターボなど／年 万基

　

　上海ＧＭは、武漢工場で、小排気量エ
ンジン設備を追加する。コンパクトカー
向けの排気量 と の従来エン
ジン、ターボ付きエンジン（ ）の
３タイプ。年産能力は 万基。（５面）
　

■キッツ、中国・東南アジア拡販
欧州子会社製のバルブ

　

　キッツは、欧州子会社のバルブを中
国、東南アジアで拡販する。中国では対
日感情の悪化で官公庁向けにキッツ製品
を販売しづらくなっており、欧州製品の
ほうが販売しやすいと見込む。（６面）
　

■中国製抗がん剤を投入
ハンルイ医薬／製薬で初の進出

　

　中国の抗がん剤大手が日本に上陸す
る。恒瑞医薬が設立した日本法人・ハン
ルイ医薬は、 年までに抗がん剤など
製品を投入し、売上高 億円を目指

す。製薬での進出は初めて。 （ 面）
　

□７月 日（木）　□
　

■使用期限切れの鶏肉を供給
上海福喜食品／問われる管理手法

　

　食肉加工会社 上海福喜食品 が使用期
限切れの鶏肉を供給していた問題で、日
本の外食大手やコンビニエンスストアが
揺れている。管理体制の強化を迫られる
のは必至の情勢だ （３面）
　

■中小型ガスタービン受注
三菱日立ＰＳ／コンバインド発電所

　

　三菱日立パワーシステムズは、中国で
中小型のＨ― ガスタービンを受注し
た。浙江省寧波市のコンバインドサイク
ル発電所の既存設備の更新向け。 年
７月の運転開始を目指す。 （６面）
　

■粗鋼生産、 カ月連続プラス
６月／中韓印が増産継続

　

　６月の世界粗鋼生産量は、 ％増の
１億 万 で カ月連続プラス。
中国や韓国、インドが増産を継続。１―
６月も ％増の８億 万 で２
年連続の 億 台が確実。 （ 面）
　

□７月 日（金）　□
　

■不二越、産ロボサービス網拡大
内陸部・東北部に新設／ カ所体制

　

　不二越は、中国で産業用ロボットのサ
ービス網を拡大させる。内陸部や東北部
など手薄なエリアを中心に拠点新設を検
討。今後２―３年で現在の５カ所から
カ所程度に。 （７面）
　

■リックス、中国で一貫生産
回転継ぎ手の部品加工

　

　リックスは、中国で回転継ぎ手の部品
加工を９月に始める。これまで日本から
大連の工場に主要部品を送り、完成品に
組み立てていた。一貫生産の体制を整
え、コスト競争力を高める。 （７面）
　

■中国語・英語の音声を作成
日立ソリューションズ・ビジネス

　

　日立ソリューションズ・ビジネスは、
パソコンで英語と中国語のナレーション
を作成できる汎用知的音声合成システム
を発売した。英語や中国語のテキストを
入力するだけで音声を作成。 （８面）
　

■神鋼、特殊鋼線材工場を増強
％増／月

　

　神戸製鋼所は、浙江省にある特殊鋼線
材の２次加工拠点「神鋼特殊鋼線平湖」
の生産能力を ％増の月産約 に引
き上げる。新工場を建設、伸線機などの
設備を導入。 （ 面）

ＡＳＩＡ

　

■三菱日立、バングラデシュで受注
火力向けガスタービン（ 日６面）

　

■シンガポールにソフト開発拠点
インフォテリア（ 日８面）

　

■サタケ、ミャンマー向け納入
精米プラント（ 日７面）

　

■シンガポールのスポーツ施設納入
旭硝子／樹脂フィルム（ 日 面）

　

■韓国現代ロジスティクスに出資
オリックス（ 日 面）

　

■タイの資材販社を完全子会社化
コンドーテック（ 日 面）

　

■ベトナム酒類企業、株式３割取得
アシードＨＤ（ 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　ノウハウの組み合わせ
　

　タイでのコージェネレ
ーションで大阪ガスと提
携した新日鉄住金エンジ
ニアリング。執行役員の
島貫靖士さんは「より積

極的にできる」。期待するのがノウハウ
の組み合わせ。「当社は高効率な設備の
技術があり、大阪ガスは天然ガスを高度
に利用する技術がある （ 日 面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　迷いなし
　

　「参入に迷いはなかっ
た」と明かすのは、ＫＤ
ＤＩ専務の石川雄三さ
ん。住友商事とミャンマ
ーで携帯電話事業に参入

する。普及率を現在の約 ％から 年
には ％に高める方針。「通信が人々の
生活を豊かにし、ミャンマーの経済発展
に貢献できる」とも。 （ 日 ９面）

　

□７月 日（月）　□
　

■中小機構、インドネシアと覚書
中小企業の進出支援

　

　中小企業基盤整備機構は、インドネシ
ア政府と中小企業支援で協力する。東南
アジア最大の人口と経済規模のインドネ
シアには日本の投資が急増。中小の進出
意欲も高まっている。 （１面）

　

■カネミツ、インドネシア合弁
自動車向け塑性加工部品

　

　カネミツは、インドネシアのブカシ県
にプーリー 滑車 など自動車向け塑性加
工部品を製造・販売する合弁会社を 月
に設立する。従来はタイの拠点から製品
を供給していた。 （６面）
　

■インターホン、ベトナムで増産
アイホン／従業員倍増

　

　アイホンは、ベトナムでインターホン
を増産する。 年３月までにビンズオ
ン省にある既存工場の従業員を２倍の
人に増やし、３割程度にとどまってい
る同工場の稼働率を高める。 （ 面）
　

■バンダイ、インドネシア販社
中間所得層向け／ ― 円商品

　

　バンダイナムコＨＤは、人口増で市場
拡大が見込めるインドネシアに販売法人
を設立した。生産は従来から協力工場に
委託。中間所得層向けに ― 円以
下の商品を開発。 （ 面）
　

□７月 日（火）　□
　

■ＡＳＥＡＮで腕時計組み立て
セイコー／ＨＤＤ部品工場でも

　

　セイコーホールディングスは、マレー
シア、シンガポール、タイなどＡＳＥＡ
Ｎ生産拠点に腕時計の組み立て機能を設

ける。時計関連のほか、ＨＤＤ部品やカ
メラ用シャッターの工場も。 （６面）
　

■日本ＩＢＭ、ＡＳＥＡＮ拠点
シンガポール・タイ

　

　日本ＩＢＭは、ＡＳＥＡＮに進出する
日系企業向けに、シンガポールとタイに
現地サポート拠点 グローバル ビジネス
戦略室」を設置した。地域特有の商習慣
や規制などに対応。 （８面）
　

■東芝エレベータ、タイ社経営権
保守技術／最新機種投入

　

　東芝エレベータは、タイの販売代理店
・ＳＥＥに資本参加し、タイ事業を強化
した。経営権を取得することで、保守技
術や経営ノウハウなどを供与。さらに最
新機種をタイムリーに投入。 （９面）
　

■日通、タイ東部に物流拠点
保管せず仕分け出荷に対応

　

　日本通運は、タイ東部ハイテックカビ
ン工業団地内に物流施設「カビンブリロ
ジスティクスセンター」を開設した。入
出庫、保管や保管せずにすぐ仕分けをし
て出荷にも対応。 （ 面）
　

■タイＴＶ通販と提携
伊藤忠・フジＴＶ／ＥＣサイト開設

　

　伊藤忠商事とフジ・メディアＨＤは、
タイのテレビ通販最大手ＴＶダイレクト
と資本・業務提携を結んだ。ＴＶＤの通
販番組で日本商品を販売。電子商取引サ
イトも開設する。 （ 面）
　

■ＳＢＳ、インド物流会社を買収
インド 拠点／中・韓など カ国

　

　ＳＢＳホールディングスは、インド物
流会社トランスポール・ロジスティクス
の株式を取得し子会社化。航空・海上フ
ォワーダー。インド 拠点のほか香港、
中国、韓国など カ国に展開。（ 面）
　

■ベトナム技術者を育成
太平洋人材交流センター・大阪府

　

　太平洋人材交流センターと大阪府は、
ベトナム・ドンナイ省のモノづくり人材
育成事業に乗り出す。日系企業の優秀な
ベトナム人のワーカーやテクニシャンク
ラスの人材を育成・確保。 （ 面）
　

□７月 日（水）　□
　

■鴻池運輸、冷凍トラック定期便
ベトナム―カンボジア―タイ

　

　鴻池運輸は、ベトナム―カンボジア―
タイを結ぶ道路「南部経済回廊」で、冷
凍・冷蔵品の定期トラック混載便「メコ
ン・フード・エクスプレス」のサービス
を８月１日に始める。 （ 面）
　

■三重県、アジア参入を後押し
台湾：食品加工／上海：民間活用

　

　三重県は、県内企業のアジアへの参入
を後押し。台湾とは食品加工を中心に、

現地企業とのマッチング。上海市、バン
コク市では運営を委託する民間企業のノ
ウハウを支援に活用。 （ 面）
　

□７月 日（木）　□
　

■ミャンマーで携帯電話
ＫＤＤＩ・住商／ 億円投資

　

　ＫＤＤＩと住友商事は、ミャンマーで
通信事業に参入する。投資総額は約
億円。ミャンマーでは今後、携帯電話が
急速に拡大することが見込まれており、
利用者の獲得を狙う。 （３面）
　

■ベンツ、アジアで初導入
安全運転支援シミュレーター

　

　メルセデス・ベンツ日本は、衝突回避
などの安全運転支援技術を体験できるド
ライビングシミュレーターを、東京・六
本木の「メルセデス・ベンツコネクショ
ン」に導入した。アジアで初。（５面）
　

■「ＭＲＪ」ミャンマーから 機
約 億円／日米以外から初

　

　三菱航空機は、開発中の小型ジェット
旅客機「ＭＲＪ」 席タイプ をミャン
マーの航空会社「エア・マンダレイ」か
ら最大 機を受注した。受注額は約
億円。日米以外から初めて。 （７面）
　

■世界最大級の地熱発電向け受注
東芝／インドネシアでタービンなど

　

　東芝は、インドネシアで計画する世界
最大級の地熱発電所向けに６万 の地
熱蒸気タービン３基と発電機３基を受注
した。受注額は 億― 億円。ＥＰＣの
現代建設に順次納入。 （７面）
　

■リコー、韓国ＩＴ２社を買収
ＩＴ・複合機の運用管理

　

　リコーは、韓国のＩＴサービス２社を
買収する。韓国での複合機や印刷物に関
わる運用管理や、ＩＴ運用管理事業を拡
大するのが狙い。リコーは韓国を重点地
域と位置付けている。 （ 面）
　

□７月 日（金）　□
　

■インドネシア進出支援で覚書
中小機構／商談会開催

　

　中小企業基盤整備機構は、インドネシ
ア政府と中小企業支援で協力することで
合意した。商談会の共同開催をはじめ企
業の交流促進を通じインドネシアへの進
出を目指す中小企業を後押し。（２面）

　

■タイで医療機器用洗浄剤生産
アムテック／来春に新工場

　

　アムテックは、タイで医療機器用洗浄
剤の生産に乗り出す。工場を 年５月
に完成させ同年８月の出荷を目指す。チ
ャイナプラスワンとしてアジア各国へ販
売する同洗浄剤を生産する。 （ 面）
　

□７月 日（月）　□
　

■インドネシアに「ミスド」
３年で 店

　

　ダスキンは「ミスタードーナツ」事業
でインドネシアに進出する。大財閥サリ
ムグループとミスタードーナツ事業の展
開で合意した。３年で約 店の出店を
目指す。 （ 面）
　

□７月 日（火）　□
　

■インドで「ＦＺ」全面改良
ヤマハ発／年 万 台

　

　ヤマハ発動機は、インドでスポーツタ
イプの２輪車「ＦＺ」を全面改良。単気
筒空冷で の新開発エンジンを搭
載。約 万円。都市部の ― 代男性向
け、年販 万 台を目指す。（５面）
　

■資生堂、アジア専用スキンケア
シミ・ソバカスに悩み

　

　資生堂は、初のアジア地域専用のスキ
ンケア商品を発売。アジア８カ国 人
を含む世界 カ国 人の美意識を調査
した。アジア女性にはシミやソバカスに
対する悩みが顕著。 （ 面）
　

□７月 日（水）　□
　

■カシオ、タイで腕時計増産
Ｇ―ショックなど／月産 万個

　

　カシオ計算機は、タイで腕時計を増産
する。主力ブランドの「プロトレック」
「Ｇ―ショック」などが国内外で好調。
約 ％増の月産 万個前後に引き上げ
る。リスク分散するのも目的。（７面）
　

■台湾・半導体メーカー買収
米ビシェイ・インターテクノ

　

　米ビシェイ・インターテクノロジー
は、台湾の半導体メーカーのカペラ・マ
イクロシステムズを買収する。買収額は
約 億円。新製品の開発期間短縮で、
光センサー事業の拡大を狙う。（９面）
　

■ベトナムに食肉工場
シェフミートチグサ

　

　シェフミートチグサは、ベトナム・ダ
ナン市の食肉加工工場を本格稼働。牛、
豚、鳥などの食肉や、ハム、ソーセージ
などの加工品を生産する。また和牛を輸
入し、現地市場に提供する。 （ 面）
　

□７月 日（木）　□
　

■三浦工業、タイに ％子会社
ボイラ／販売・メンテ

　

　三浦工業は、タイ・チャチューンサオ
県に販売・メンテナンスの ％子会社
を設立する。貫流蒸気ボイラや水処理装
置の販売・メンテナンス、ボイラ用薬品
の製造・販売などを展開。 （６面）
　

□７月 日（金）　□
　

■低価格エコカー、目標上回る
インドネシア／上期８万 台

　

　インドネシアの自動車協会のスギアル
ト副会長は、１―６月の低価格エコカー
販売が８万 台で、目標を上回るペー
スだことを明らかに。通年目標 万台を
超える可能性。 （時事 ５面）
　

■シンガポール研究機関と研究
東京エレ／次世代半導体の製造技術

　

　東京エレクトロンは、積層構造の次世

代半導体の製造技術について、シンガポ
ールの政府系研究機関のインスティチュ
ート・オブ・マイクロエレクトロニクス
と共同研究を９月に始める。 （８面）
　

■インドに潤滑油の販売合弁
ＪＸエネ／現地大手と折半

　

　ＪＸ日鉱日石エネルギーは、インドに
潤滑油の販売合弁会社を９月設立する。
現地の潤滑油大手タイドウォーターオイ
ルと折半出資。ＪＸニッポンＴＷＯルブ
リカンツ・インディアを設立。（ 面）
　

■立命館、アジアの革新人材育成
アジア研究拠点を新設

　

　立命館は、アジアの革新的な人材育成
に向けた立命館学園の国際化戦略「グロ
ーバル・イニシアティブ」を発表した。
アジア研究の「立命館アジア・日本研究
所（仮称）」を設置する。 （ 面）

　　 ２０１４年 平成２６年 ７月２８日 月曜日 　　 （ ）


